
宮
城
。市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
字
鴻
ノ
池
、
高
崎
字
水
入

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
九
次
調
査
Ｄ
区
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
―
五

月
、
同
Ｃ
区
　
一
一〇
〇
〇
年
七
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
千
葉
孝
弥
、
島
田
　
敬
、
鈴
木
孝
行
、
齋
藤
　
稔
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
西
側
か
ら
南
面

一
帯
に
か
け
て
広

が
る
遺
跡
で
あ
る
。
今
回
の
第

二
九
次
調
査
は
、
多
賀
城
跡
南

面
に
位
置
す
る
城
南
地
区
の
区

画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
城
外
の
幹
線

道
路
で
あ
る
南
北

・
東
西
大
路

ω

一父
差
点
の
南
東
部
と
南
西
部
に

仙

ぉ
ぃ
て
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
う
ち
、
東
西
大
路

の
延
長
線
上
に
あ
る

一
一
五

・
一
一
六
区
の
調
査
に
お
い
て
、
東
西
大
路
東
道

路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
、
そ
の
路
面
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
・
一
六
三

二
、
橋
Ｓ
Ｘ

一
六
三
〇
な
ど
を
検
出
し
た
。

Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
は
、
南
北
大
路
の
東
側
に
お
け
る
東
西
大
路
延
長
線
上
の
東

西
道
路
で
あ
る
。
側
溝
心
々
間
は
東
西
大
路
と
近
似
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
特

に
調
査
区
西
半
部
で
は
路
面
幅
が
六
ｍ
以
下
で
あ
り
、
小
路
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
調
査
区
西
半
部
の
地
形
が
周
囲
よ
り
低
く
、
北
側
の
低
湿
地
か

ら
の
遊
水
に
対
応
し
て
北
側
溝
を
大
規
模
に
造
成
し
た
結
果
か
と
考
え
ら
れ
る
。

側
溝
は
ほ
ぼ
同
位
置
で
六
時
期
の
変
遷
が
あ
る

（古
い
順
に
ａ
↓
ｆ
）。

Ｓ
Ｘ

一
六
三
〇
は
、
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
に
架
け
ら
れ
た
小
規
模
な
橋
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
の
壁
面
に
お
け
る
多
数
の
杭
に
よ
る
護
岸
と
、
そ
の
底
面
に
打

ち
込
ま
れ
た
三
本
の
橋
脚
に
よ
つ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
六
三

二
は
そ
れ
ら
の
西
側
で
検
出
し
た
も
の
で
、
性
格
的
に
は
Ｓ
Ｄ

一
六
三

一
と
同

様
に
排
水
的
な
機
能
を
想
定
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
東
西
大
路
東
道
路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
南
側
溝
ｄ
期
か
ら

一
点

（⑪
）

同
北
側
溝
ｃ
期
か
ら
四
点

（⑤
⑬
Ｏ
⑦
）、
同
北
側
溝
ｄ
期
か
ら
二
点

（②
い
）、

及
び
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三
二
の
埋
土
か
ら

一
点

（①
）
出
土
し
た
。
こ
の
他
、

Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
北
側
溝
ｃ
期
か
ら
、
付
札
状
で
あ
る
が
墨
痕
の
確
認
で
き
な
い

木
製
品

一
点

（第
一
二
号
木
簡
）
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
第
二
九
次
調
査
で
は
、
こ
の
他
に
Ｄ
区

一
〇
五
ト
レ
ン
チ
か
ら
木
街

一
点
と
、
Ｃ
区

一
一
六
ト
レ
ン
チ
か
ら
漆
紙
文
書

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
い
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ず
れ
も
現
在
釈
読
中
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
三
月
刊
行
の
報
告
書
に
お
い
て
報

告
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

東
西
大
路
東
道
路
Ｓ
Ｘ
一
六

一
〇
南
側
滴

①
　
。
「□
□
宿
』

（文
様
）

。
　

（文
様
）

０
　
。
「□
同
国

。
「日

回

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
三
二

①
　

　

　

去
□

三
丈

ぐ

じ

×

６

９

×

］

ｏ
∞
Ｐ
　

を第

一
六

号

（
Ｓ
∪
×
含
９
×
卜
　
ｏ
∞
｝

第

一
四
号

①
は
、
上
端

。
下
端
お
よ
び
左
右
両
側
面
い
ず
れ
も
欠
損
す
る
。
表
裏
両
面

と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
に
の
み
墨
痕
を
確
認
で
き
る
。
人

名
と
数
字
を
記
し
、
そ
の
下
に
割
書
し
て
い
る
。
「六
十
人
」
を
年
齢
と
み
る

と
、
割
書
部
分
は
年
齢
区
分
と
身
体
的
特
徴
な
ど
と
想
定
で
き
よ
う
。
六
十
八

歳
は
者
老
。

②
は
完
形
。
材
の
遺
存
状
態
は
良
好
だ
が
、
墨
痕
は
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る

程
度
で
あ
る
。
表
面
は
下
方
に
の
み
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
判
読
は
困
難
で

あ
る
。
裏
面
の
墨
痕
も
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
残
画
か
ら

「延
暦
」
と
判
読
し
た
。

年
次
は
横
画
二
本
と
縦
画
が
あ
り

「七
」
な
い
し

「廿
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
断
定
は
難
し
い
。
延
暦
七
年
は
七
八
八
年
、
同
二
〇
年
は
人
〇

一
年
に
あ
た

２つ
。①

は
上
端
を
山
形
に
成
形
し
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を

と
ど
め
る
。
裏
面
は
無
調
整
で
あ
る
が
切
り
込
み
部
よ
り
上
を
斜
め
に
削

っ
て

い
る
。
上
三
文
字
は
墨
痕
が
薄
く
、
下
三
文
字
は
墨
痕
が
明
瞭
で
あ
る
。
内
容

は
、
米
七
斗
の
付
札
。
二
文
字
目
を

「買
」
と
み
れ
ば
、
買
米
を
進
上
し
た
も

ｍ
〕
　

一日
百
処
訃

々
早
力
鳳
ユ
ハ
＋
１
人
開
‐ ―― ‐

‐ ‐‐ ‐
Ш

　
　
（
寓
ｅ

×
６
じ

×
卜
　
ｏ
∞
滓　
第
八
号

東
西
大
路
東
遭
路
Ｓ
Ｘ

一
六

一
〇
北
側
清

②
　
。
「
＜
　
　
　
　
日
――
国
」

。
「
＜
　
延
暦
□
年
同
□
」

９

　

「
＜
進
〔酔
糀
七
斗
軽

い
　
。
「
＜
対
隻
」

。
「
＜
内
子
」

①

　

「
二
斗
　
一
一

お
∞
×
遭
×
⇔
　
儲
∞
　
第
九
号

（３
９
×
解
×
ｏ
　
畠
ｏ
　
第

一
〇
号

伽
］
×

Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
∞
］
　
笛
生
　
一
二
守

（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
）
×
］
］
×
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ
　
範
生

一一
亘
●

（寓
じ
×

６
９
×
］

ｏ
∞
岸　
第

一
五
号



Φ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

∩
―――
―――
炒

翻
鶴
酬
ｐ

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
中

　

仏

Ｗ一

一

中②

　

　

〕①

‐
』
⑤
　

　

　

　

　

一
③

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

∈
‰
‰

ぐ
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の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
完
形
。
表
面
下
端
を
面
取
り
す
る
。
鮭
三
十
隻
の
付
札
。
「内
子
」
は

「
コ
コ
モ
リ
ノ
サ
ケ
」
と
訓
じ
る
。
「内
子
」
の
付
札
の
例
と
し
て
は
、
新
潟

県
人
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
が
あ
る
。
「内
子
五
隻
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、

法
量
は
長
さ

（
一
四
五
）
ｍｍ
幅
二
九

ｍｍ
厚
さ
三
ｍｍ
、
〇
三
三
型
式
で
あ
る

（第

二
人
号
木
簡
。
本
誌
第

一
六
号
）。
ま
た
、
「内
子
」
の
文
言
は
な
い
が
、
「汁
五

隻
」
と
墨
書
さ
れ
た
鮭
と
見
ら
れ
る
付
札
も
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

（第

五
―
七
号
木
簡
。
本
誌
第
一
五
号
）。
い
ず
れ
も
長
さ

一
六
〇
ｍｍ
前
後
で
あ
り
、
他

の
付
札
に
比
べ
て
小
さ
い
。
本
木
簡
も
五
二
ｍｍ
の
非
常
に
小
型
の
付
札
で
あ
り
、

「内
子
」
付
札
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。

働
は
六
片
が
接
合
し
、
上
端
は
原
形
を
と
ど
め
、
面
取
り
加
工
が
な
さ
れ
て

い
る
。
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表
面
の
み
平

滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
他
に
接
合
し
な
い
三
片
が
あ
る
。

③
は
三
片
が
接
合
し
、
上
端

・
下
端
は
と
も
に
欠
損
す
る
。
右
側
面
の
み
原

形
を
と
ど
め
、
左
側
面
は
欠
損
す
る
。
他
に
接
合
し
な
い
三
片
が
あ
る
。
墨
痕

は
両
面
に
確
認
で
き
、
筆
跡
は
二
種
類
あ
る
。　
一
つ
は
、
表
面
の
左
半
お
よ
び

裏
面
の
左
半
に
み
え
る
文
様
の
よ
う
な
も
の
で
、
表
裏
と
も
そ
の
形
状
は
類
似

し
て
い
る
。
裏
面
の
左
側
面

（表
面
の
右
側
面
）
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
文
様

は
切
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
文
様
を
も
つ
木
製
品
を
木
簡
に
転
用
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
表
面
の
一
行

日
で
、　
一
文
字
目
は

一
部
を
欠
損
す
る
が
残
画
か
ら

「丁
」
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
二
文
字
目
は
宇
形
か
ら
は

「巳
」
「已
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部

分
を

「丁
巳
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
千
支
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
内

容
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑦
は
腐
食
が
甚
だ
し
い
が
、
上
端
お
よ
び
左
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
表

面

一
字
目
は

「朋
」
あ
る
い
は

「明
」
か
。

①
は
二
片
が
接
合
し
、
上
端

・
下
端
と
も
に
欠
損
す
る
。
左
側
面
の
み
原
形

を
と
ど
め
、
右
側
面
は
欠
損
す
る
。
四
文
字
目
は
上
部
が
半
存
す
る
の
み
で
断

定
は
難
し
い
が
、
残
画
か
ら
判
断
す
る
と

「五
」
に
類
似
す
る
。
「
五
」
と
み

る
と

「去
五
年
料
」
の
意
と
も
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

『市
川
橋
遺
跡
―
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
（多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
七
〇
、
二
〇
〇
三
年
）

（千
葉
孝
弥
・
廣
瀬
真
理
子
）




